
第
四
懸
　
研
究
　
土
一
揆

第
一
號

一
四
　
（
一
四
）

土

“

揆

（
上
）

　
　
　
　
　
　
繭
　
正
長
の
土
一
揆

　
十
…
一
揆
は
「
ツ
チ
イ
ツ
キ
」
ご
警
ま
せ
、
「
土
民
の
一
揆
し

の
略
羅
に
し
て
、
室
町
時
代
に
特
有
な
る
土
民
階
級
即
ち

地
下
人
、
郷
民
等
の
暴
動
な
り
○
彼
等
の
要
求
が
多
く
の

傷
合
、
徳
政
令
の
登
布
に
あ
り
し
ょ
り
徳
政
土
一
揆
若
し

く
ば
徳
政
．
揆
ε
灘
せ
ら
れ
、
其
他
暴
動
者
の
馬
借
な
る

培
合
は
馬
借
一
揆
こ
も
い
ひ
、
・
足
輕
な
る
は
足
輕
一
揆
こ

も
い
は
る
。
此
時
代
の
徳
政
は
鎌
倉
時
代
の
そ
れ
ご
異
り

沈
る
種
々
の
特
色
を
有
し
趣
昧
あ
る
愛
戯
の
一
な
う
ご
雌

ご
も
、
そ
は
稿
を
改
め
て
別
に
詳
論
す
る
こ
ご
y
し
、
本

編
に
於
て
は
專
ら
土
民
の
一
揆
運
動
の
槻
察
を
主
こ
せ
ん

ご
欲
す
。
然
る
に
申
央
及
び
地
方
に
頻
登
せ
る
艶
種
の
運

動
を
一
々
記
述
す
る
は
煩
し
き
に
堪
へ
ざ
る
ご
共
に
、
限

交
學
博
士

三

浦

周

行

り
あ
る
紙
数
の
許
さ
や
み
こ
こ
ろ
な
り
◎
故
に
其
代
表
的

な
る
一
二
の
實
例
を
翠
げ
て
、
他
は
必
要
の
蕩
合
に
引
謹
、

す
る
に
止
む
べ
一
○

　
古
墨
此
種
の
聯
動
の
噛
矢
ご
署
微
さ
る
》
は
正
長
元
年

の
秋
を
以
て
突
登
せ
る
土
一
揆
な
り
○
故
に
余
誰
は
此
一

揆
の
考
察
よ
り
始
め
ん
○
大
乗
院
田
記
昌
録
二
に
．

　
九
月
　
　
礒
、
一
天
下
土
艮
蜂
謹
、
號
二
徳
政
一
翼
レ
破
二
言
酒
量
土
倉
謬

　
院
三
一
、
羅
三
等
弓
取
レ
之
．
借
三
等
悉
破
レ
之
、
管
領
成
二
敗
二
一
、
凡
亡

　
國
之
墓
不
レ
可
レ
過
レ
之
、
日
誌
開
白
以
來
土
山
蜂
越
是
勧
也
、

ご
見
ね
塾
同
書
は
こ
れ
を
以
て
日
本
開
…
開
以
來
の
出
來
事

な
り
ご
せ
り
◎
こ
れ
に
振
れ
ば
土
民
は
徳
政
ご
號
し
て
酒

屋
、
土
禽
、
寺
院
等
を
破
却
し
、
質
物
望
嚢
ひ
取
9
、
借

用
解
文
を
破
棄
せ
る
な
り
。
徳
政
は
鎌
倉
蒔
代
に
既
に
こ

れ
あ
り
、
溝
濟
准
后
縫
記
慮
永
三
十
三
年
九
月
二
十
一
日
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條
に
擦
れ
ば
木
幡
執
行
法
橋
源
豪
は
前
執
行
法
橋
源
懐
の
　
（
溝
濟
准
后
日
記
“
河
内
に
あ
り
て
は
田
畠
の
費
買
は
費
渡

沽
却
せ
る
田
地
に
つ
き
て
幕
府
よ
り
徳
政
の
御
臨
書
を
得
　
後
二
十
一
年
に
蓮
せ
し
丁
合
無
償
に
て
取
戻
し
，
金
銭
の

醍
醐
上
下
の
輩
の
買
下
し
て
霊
堂
紅
寄
附
せ
る
も
の
を
返
　
貸
借
は
札
の
銭
二
丈
を
出
し
て
質
物
及
び
借
書
を
取
戻
し

還
せ
ん
こ
ご
を
請
求
せ
し
に
、
上
醍
醐
の
寺
儒
は
佛
陀
施
叉
奈
良
に
て
は
元
金
の
三
分
の
　
を
辮
帰
し
て
質
物
を
も

入
地
は
返
蓬
せ
す
ε
て
こ
れ
を
拒
め
り
（
）
さ
れ
ば
一
部
の
　
借
書
を
も
取
戻
し
π
る
等
、
地
方
に
依
り
て
多
少
の
糟
蓮

徳
政
は
此
頃
に
も
行
は
れ
π
り
し
侶
9
0
藤
し
で
建
武
あ
り
、
而
し
て
懸
支
の
貸
借
は
諸
國
を
通
じ
て
無
効
ご
し

式
目
第
六
條
（
可
レ
被
レ
興
二
行
無
恥
銭
土
倉
事
）
G
，
或
被
π
り
し
な
り
。
（
更
華
墨
牧
興
編
春
大
般
若
維
後
講
）
然
れ

レ
宛
二
召
莫
大
之
課
役
哨
或
不
ゼ
被
レ
欄
こ
打
入
門
之
閥
、
己
命
ニ
　
ピ
も
徳
政
倉
の
登
布
を
待
つ
こ
こ
な
く
、
士
民
の
暴
動
に

臨
絶
唱
乎
云
々
ご
見
ね
，
暴
民
が
士
禽
に
闘
弄
し
て
損
害
．
依
り
て
強
制
せ
ら
れ
π
る
は
一
な
り
○
故
に
當
蒔
こ
れ
を

を
輿
ふ
る
を
制
す
る
能
は
ざ
り
し
こ
ご
も
亦
既
に
建
武
年
繍
移
し
て
土
一
揆
の
私
徳
政
ご
は
い
へ
る
な
り
。
（
束
瀞
百
合

問
幕
麿
創
立
の
際
に
あ
ら
て
、
敢
て
正
長
に
始
れ
る
に
は
　
文
書
）

あ
ら
す
Q
黙
れ
ご
も
鎌
倉
時
代
の
徳
政
は
幕
府
が
櫛
家
入
　
　
加
之
建
武
式
目
に
見
ね
陀
る
土
倉
の
迫
害
は
京
都
に
止

階
級
の
爲
め
に
其
斯
領
の
喪
失
を
免
れ
し
む
る
の
目
的
を
　
ま
れ
る
も
、
是
時
は
各
地
方
に
難
く
行
は
れ
π
り
○
満
濟

以
て
實
施
せ
ら
れ
π
る
も
，
是
時
は
土
民
が
徳
政
の
名
を
　
准
后
縫
記
（
九
月
十
八
臼
條
）
及
び
賂
年
代
記
に
嫁
れ
ば
、

假
り
て
、
み
つ
か
ら
暴
力
に
訴
へ
、
債
務
の
外
部
若
し
く
　
此
暴
動
は
も
ビ
近
江
の
馬
借
に
依
っ
て
始
め
ら
れ
た
り
。

は
全
部
を
免
れ
ん
こ
せ
る
も
の
な
り
。
山
城
醍
醐
の
土
塁
　
略
年
代
記
に
は
，
於
二
洛
申
一
春
絡
無
｝
其
沙
汰
一
驚
也
、
莫

の
如
き
は
強
ひ
て
借
書
を
出
だ
さ
し
め
て
こ
れ
を
焼
却
し
外
者
肥
土
大
都
爲
二
土
一
揆
之
沙
汰
「
行
二
徳
政
唖
了
ご
あ
る

　
　
　
第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
土
　
一
　
揆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
一
五
　
（
一
五
）
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第
四
燈
　
　
研
究
　
　
土
　
．
一
　
揆

も
、
京
都
、
も
こ
れ
を
免
れ
ざ
り
し
こ
ご
は
薩
戒
記
爵
録
九

月
廿
九
日
條
に
、
近
漫
地
下
人
號
嵩
徳
政
一
遇
…
旧
事
ざ
見
ね

十
月
四
a
條
に
、
法
勝
寺
執
行
被
レ
断
レ
首
事
俵
二
徳
政
毒
一
也

ε
見
ぬ
、
後
者
は
駈
謂
徳
政
の
張
本
な
り
ご
察
せ
ら
る
。

而
し
て
時
の
管
領
畠
山
満
家
が
遊
佐
河
内
守
を
出
雲
路
に

遣
し
て
土
一
揆
を
阻
止
せ
し
こ
ご
建
内
記
に
見
ゆ
。
興
繭

寺
大
般
若
纒
後
語
に
去
八
月
頃
よ
り
御
徳
政
ト
云
テ
塾
王

城
江
皇
師
畿
内
徳
政
ヲ
行
畢
ご
あ
る
は
實
を
得
な
う
。

　
然
る
に
幕
府
は
こ
れ
に
掬
し
て
固
く
暴
動
の
不
法
な
る

を
告
げ
て
こ
れ
を
制
法
せ
る
も
、
毫
も
根
本
の
救
治
策
に

鵠
で
ざ
り
し
な
毎
○
當
時
の
禁
制
に

　
　
　
電
貝
、
こ
く
ぜ
い
ミ
か
う
し
て
土
一
揆
等
酒
屋
土
倉
に
お
い
て
二
物
を

　
　
　
お
さ
へ
芯
畦
て
観
λ
猿
紘
糟
を
致
す
事

　
　
右
此
嫌
團
所
・
三
二
停
止
也
、
若
有
二
遽
犯
之
輩
暑
、
可
レ
新
羅
聾

　
「
之
要
所
・
三
二
仰
下
一
也
、
傍
下
知
如
レ
件
、

　
　
　
正
長
元
年
＋
二
月
廿
一
業
　
　
　
　
沙
　
彌
鋼

永
享
二
年
の
洛
中
洛
外
酒
屋
土
倉
條
々
に

　
　
一
借
銭
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
　
　
　
　
　
　
一
山
ハ
　
（
一
山
ハ
）

　
　
以
二
亘
多
要
脚
凶
令
二
借
用
｝
、
寄
二
事
於
窮
困
一
、
最
少
分
令
二
講
償
一
之

　
　
（
令
以
下
異
本
致
二
沙
汰
蝋
に
遜
る
）
可
レ
無
二
借
書
一
之
旨
、
乃
劉
強
談
一

　
　
云
々
，
結
構
之
趣
、
工
科
惟
重
、
整
所
レ
殺
二
制
禁
一
也
，
（
学
士
異
ホ
饒
邉

　
　
に
作
・
藤
鰍
菱
蟹
雪
璽
叢
蜜
・
二
四
・
、
或
語
・
人
及
・

　
　
謎
責
「
之
輩
一
、
近
年
繁
多
也
、
於
二
向
後
一
者
、
致
二
瓢
訟
一
可
レ
仰
二
獅
成

　
　
塾
、
若
背
二
野
督
者
、
可
レ
被
レ
縫
早
ご
単
科
一
戸
。

こ
い
へ
る
が
如
き
是
な
り
。

　
此
暴
動
は
正
長
元
年
八
月
前
始
り
た
れ
ざ
、
さ
な
が
ら

燈
原
の
火
の
如
く
、
爾
衆
数
年
に
亙
う
て
各
地
に
は
此
種

め
暴
動
相
次
い
で
起
れ
り
。
初
め
近
江
、
山
城
、
大
和
急

河
内
の
旧
地
に
行
は
れ
π
り
し
が
、
永
享
元
年
正
月
に
は

播
磨
に
重
て
土
畏
の
蜂
起
あ
り
し
を
始
め
、
丹
披
、
撮
津

伊
勢
へ
伊
賀
の
諸
國
に
も
蔓
延
せ
り
。
も
こ
よ
り
是
等
各

地
の
「
揆
が
互
に
聯
繕
を
通
じ
居
把
り
ご
は
思
考
す
べ
か

ら
ざ
る
も
、
均
し
く
徳
政
ご
比
し
て
暴
動
を
演
じ
π
る
を

見
れ
ば
、
前
年
に
於
け
る
土
民
の
暴
動
が
一
世
を
震
蝿
し

、
交
通
の
不
便
な
り
し
當
時
に
あ
り
て
も
、
其
隣
接
地
よ

〆



り
隣
接
地
へ
こ
次
第
に
各
地
に
波
及
し
傳
播
し
織
り
し
も

の
ざ
看
微
…
さ
や
る
を
得
す
ウ

　
正
長
の
士
一
揆
は
丁
々
其
目
的
を
達
し
得
し
も
の
多
か

り
し
が
如
き
も
、
永
享
年
代
の
そ
れ
は
必
ず
し
も
然
ら
す

し
て
、
劉
る
庭
に
賞
賛
を
見
π
h
O
就
中
播
磨
の
土
一
揆

の
如
き
は
守
護
赤
松
満
詰
の
兵
ε
戦
ひ
し
が
、
其
勢
ひ
猫

獄
に
し
て
、
守
護
の
軍
或
は
殺
さ
れ
、
或
は
撃
退
せ
ら
れ

沈
り
。
叉
伊
勢
山
田
に
起
り
し
も
の
》
如
き
は
憩
人
ご
戦

っ
て
民
家
数
百
戸
を
焼
き
、
紳
人
敗
れ
て
外
宮
の
疵
頭
に

．
逃
籠
り
し
が
、
土
民
は
直
に
追
撃
し
て
、
紳
聖
な
る
境
内

を
修
羅
蕩
ご
化
せ
し
め
だ
り
。

　
土
一
揆
の
戒
功
は
其
蓮
動
を
し
て
一
層
大
藩
に
、
其
要

求
を
し
て
一
団
過
大
な
ら
し
め
し
も
の
〉
如
く
、
播
磨
の

土
民
は
大
畢
し
て
國
中
の
武
士
を
攻
撃
し
π
り
し
が
．
薩

戒
記
に
莫
目
的
を
叙
し
て
．
、
凡
土
民
裏
口
不
レ
可
レ
命
三
極

在
二
國
申
一
云
々
、
ε
い
へ
る
を
事
實
こ
せ
ば
、
武
士
の
國

外
放
逐
に
あ
り
ご
見
る
べ
く
、
記
者
が
鼠
世
之
至
也
ε
の

　
　
　
第
四
儘
　
　
研
　
究
　
　
土
　
一
　
揆

歎
聲
を
離
せ
し
は
さ
る
こ
ご
な
る
べ
し
。
永
享
五
年
七
月

信
濃
嬢
守
護
小
笠
原
政
康
上
京
の
途
近
江
草
津
に
て
馬
借

土
一
揆
数
千
人
ご
戦
ひ
、
退
て
守
山
に
保
ち
し
こ
ご
あ
り

彼
等
の
熱
中
武
士
な
き
を
見
る
べ
し
。
叉
岡
四
年
九
月
に

大
和
に
起
れ
る
土
一
揆
は
奈
良
に
織
直
し
て
寺
癒
諸
院
の
．

年
貢
の
一
切
免
除
を
要
求
し
、
興
編
寺
大
乗
院
の
如
き
は

官
符
衆
徒
の
斡
旋
に
依
り
て
不
本
意
な
が
ら
も
こ
れ
が
謹

状
を
駿
せ
り
。
満
々
准
后
…
日
記
永
享
二
年
五
月
十
七
B
條

に
九
州
に
土
一
揆
起
り
、
大
内
持
世
渡
航
し
て
こ
れ
を
伐

ち
し
に
、
大
友
菊
池
菊
戴
讃
氏
密
に
土
一
揆
を
短
く
こ
い

へ
る
は
事
態
極
め
て
重
大
な
る
も
も
そ
は
大
内
氏
樹
九
州

土
着
守
護
の
訂
爾
の
説
傳
な
る
に
似
π
り
。
然
れ
ご
も
永

享
四
年
に
薩
日
隅
三
國
に
土
一
揆
の
國
一
揆
ご
構
し
て
兵

を
起
し
、
島
津
憲
章
が
弟
義
久
を
し
て
こ
れ
を
伐
把
し
め

だ
り
し
が
，
獺
き
、
土
民
の
蜂
起
が
、
全
國
を
風
靡
せ
す
ん

ば
已
ま
ざ
る
の
概
あ
り
し
を
偲
ば
し
む
。

　
　
　
　
　
　
二
　
嘉
吉
の
土
一
揆

第
一
號

一
七
（
一
七
）



〆

第
四
懸
　
　
概
　
究
　
　
土
　
」
一
　
撲

　
嘉
査
元
年
の
土
一
揆
も
亦
頗
る
特
色
め
る
も
の
》
一
な

b
。
同
年
六
月
將
義
義
敷
は
赤
松
満
蕨
の
爲
め
に
斌
せ
ら

れ
、
子
義
勝
其
後
を
嗣
げ
り
。
正
長
元
年
義
敷
襲
職
の
初

に
土
一
揆
の
事
あ
り
し
憲
り
十
三
年
を
経
托
る
も
、
土
民

は
將
軍
の
代
初
に
彼
等
が
徳
政
を
行
ふ
は
先
例
な
り
ε
聾

し
て
蜂
起
し
遮
り
し
な
り
。
こ
は
も
こ
よ
う
彼
等
の
口
番

に
過
ぎ
す
ご
錐
ご
も
前
後
の
閣
多
少
の
脈
絡
な
き
に
あ
ら

「
す
。
當
時
將
軍
の
大
難
に
漕
…
ひ
て
京
都
の
警
察
は
戸
冠
緩

し
だ
る
も
の
、
如
く
、
治
安
維
持
の
責
に
祭
る
べ
き
侍
所

画
名
是
豊
は
陣
立
ご
具
し
て
洛
中
の
土
倉
に
二
塁
し
、
借

用
ご
具
し
て
質
物
を
強
襲
せ
し
か
ば
、
士
倉
は
皆
鼠
戸
を

結
び
現
業
を
停
止
し
て
こ
れ
に
備
へ
だ
り
。
管
領
細
川
持

之
使
を
遣
し
て
是
豊
を
詰
ら
し
め
し
も
、
是
玉
響
を
左
右

に
し
て
命
を
肯
か
ざ
り
し
が
、
持
之
が
兵
を
以
て
こ
れ
を

攻
め
ん
こ
す
る
に
及
び
、
漸
く
部
下
の
首
を
斬
ら
ん
こ
ご

を
誓
ひ
て
其
罪
を
謝
し
尋
で
赤
松
氏
を
伐
だ
ん
が
爲
め
に

，
出
征
せ
し
を
以
て
、
幕
府
は
京
極
持
清
を
侍
所
こ
な
せ
り

第
一
號

一
八
　
（
一
八
）

然
る
に
徳
政
一
揆
又
近
江
よ
り
趨
り
、
其
含
蓄
守
護
た
る

六
角
鳥
網
領
内
に
徳
政
令
を
擬
し
て
土
倉
よ
り
質
物
の
請

出
を
強
制
せ
し
が
、
山
門
は
こ
れ
が
爲
に
箕
買
記
せ
る
多
．

く
の
寺
領
を
喪
失
す
る
よ
り
衆
徒
の
反
抗
を
誘
起
し
、
山

門
に
照
す
る
一
馬
借
の
爲
め
に
典
邸
を
…
焼
か
れ
柁
り
○
斯
｝
く

て
土
一
揆
は
坂
本
三
井
寺
邊
よ
り
次
策
に
鳥
撃
、
竹
田
、

伏
見
、
嵯
峨
、
御
室
、
賀
茂
邊
に
傳
播
せ
り
。
即
ち
八
月

二
十
八
田
に
土
一
揆
徳
政
ご
験
し
て
諸
方
よ
り
京
都
を
攻

め
…
隊
は
清
水
坂
に
鞭
て
京
極
の
兵
ご
職
ひ
、
九
月
三
呂

に
は
｝
隊
東
頑
寺
を
攻
め
流
属
に
は
鳥
朋
吉
鮮
院
以
下
中

道
よ
り
東
．
揆
二
三
千
人
東
寺
に
僚
り
、
同
日
丹
波
口
一

揆
約
　
千
人
は
今
西
宮
に
鑛
う
、
西
八
條
寺
に
は
五
個
盛

衆
約
一
千
人
、
官
縢
…
淋
砥
官
北
野
廣
隆
寺
に
は
西
岡
衆
約

一
ご
二
千
人
、
出
蛍
調
路
綴
、
河
蘭
將
雌
臼
塚
．
融
個
山
小
、
ふ
ハ
波
羅
鞘

阿
彌
陀
峯
、
東
密
寺
、
今
ヲ
タ
キ
、
戴
光
寺
二
二
所
に
屯

し
、
其
陣
螢
十
六
箇
所
に
及
ぶ
こ
い
ふ
。
　
（
東
寺
軌
行
臼

記
）
其
中
｛
隊
は
九
月
五
B
よ
り
東
寺
に
擦
り
て
、
徳
政



倉
の
乱
言
を
幕
府
に
迫
り
、
議
し
蕪
か
れ
ざ
れ
ば
伽
藍
に

放
火
す
べ
し
ご
脅
せ
リ
へ
寺
は
此
示
威
的
蓮
動
を
見
て
由

々
し
き
一
大
事
な
り
ざ
し
．
樽
五
荷
に
枝
大
慶
等
を
副
へ

て
土
｝
揆
を
賑
は
し
＼
が
、
此
五
荷
馬
三
貫
文
を
要
せ
り

ε
い
ふ
。
（
東
寺
百
＾
骨
細
書
）
斯
く
て
彼
等
は
借
書
を
破
棄

し
、
少
額
の
辮
償
を
以
て
質
物
を
借
出
し
、
土
倉
の
拒
絶

に
漉
へ
ば
火
を
放
っ
て
こ
れ
を
儲
け
り
。
侍
所
京
幽
門
清

麺
力
鼎
座
を
圓
b
し
も
、
土
民
酌
婦
賊
盤
を
揚
げ
火
を
放

っ
て
掩
嘉
す
る
を
以
て
奈
何
こ
も
す
る
能
は
ず
、
時
に
管

領
畠
山
持
之
は
洛
外
に
あ
る
土
倉
の
保
護
し
難
き
爲
め
其

資
産
を
洛
申
に
移
す
べ
し
ご
令
し
、
嵯
蛾
遊
の
土
倉
が
命

の
如
く
せ
り
ご
聞
く
や
、
土
民
は
更
に
嵯
峨
に
火
を
放
つ

’
し
天
愈
愈
を
焼
く
べ
し
ご
脅
し
、
又
洛
申
洛
外
の
堂
舎
佛

閣
に
楯
杓
り
て
徳
政
行
は
れ
す
ぱ
絶
塵
ふ
べ
し
ご
豪
語
せ

る
の
み
な
ら
す
塾
京
都
の
七
口
を
塞
ぎ
π
れ
ば
諸
國
よ
り

京
都
に
入
る
べ
き
物
資
の
跡
を
絶
ち
て
、
洛
中
飢
餓
に
瀕

せ
ん
こ
せ
り
（
管
見
記
九
月
六
ぼ
條
）
是
等
の
運
動
の
跡
に

　
　
　
第
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
土
　
　
一
　
揆

つ
い
て
見
る
も
、
彼
等
が
烏
合
の
衆
に
め
ら
す
し
て
一
種

の
貴
命
の
行
は
れ
居
し
り
し
を
知
る
に
難
か
ら
す
○

　
然
る
に
土
倉
二
衆
へ
衆
中
こ
も
い
ふ
、
組
合
こ
い
は
ん
が

如
し
）
は
土
一
揆
蜂
起
に
際
し
、
管
領
に
千
貫
を
購
賄
し

彼
れ
を
し
て
士
民
の
暴
動
を
防
逼
せ
ん
こ
ざ
を
諾
せ
し
め

し
も
、
土
一
揆
猫
猟
に
し
て
、
鎭
厘
の
縁
的
ヅ
蓮
せ
す
、

諸
大
名
中
に
も
管
領
の
鎭
塵
に
封
し
て
不
合
意
を
唱
ふ
る

も
の
あ
り
し
か
ば
、
管
領
は
千
貫
を
土
倉
に
返
還
し
て
防

職
を
中
止
せ
り
ご
簿
へ
ら
る
、
蒲
か
も
彼
等
り
不
合
魏
な

る
要
求
は
探
識
す
べ
き
に
め
ら
ざ
る
を
以
て
，
敢
て
其
串

請
に
任
す
べ
し
ご
の
命
舟
を
登
せ
ん
か
榊
せ
ざ
り
し
が
、
土

一
揆
．
々
蹟
厩
日
に
郷
は
り
し
よ
り
、
幕
府
は
略
婁
の
要
求

を
容
れ
土
民
に
限
り
て
適
用
す
べ
き
徳
政
倉
を
螢
了
せ
ん

こ
せ
り
。
然
る
に
土
民
は
自
己
の
救
麹
を
以
て
足
れ
り
こ

せ
す
、
更
に
公
武
に
癒
じ
て
均
癒
せ
し
め
ら
れ
ん
こ
ご
を

要
求
し
π
b
し
爲
め
行
銀
み
ゼ
な
れ
り
。
建
内
記
九
月
十

一
百
條
に

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
一
九
　
（
一
九
）



　
　
　
第
四
霧
　
研
究
　
土
一
揆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簗
一
號
　
　
ご
○
（
ご
○
）

　
於
二
叉
曇
者
、
不
レ
可
レ
麿
二
子
塑
乏
由
裁
道
警
慮
、
土
喪
等
無
瓢
豫
借
物
　
　
　
　
　
嘉
吉
元
年
九
月
十
吋
、
一
日
　
中
務
少
輔
源
朝
臣

籍
鷺
搬
禁
繋
翻
繍
翌
翌
砺
糠
薄
東
遷
行
晶
に
⊃
堅
均
・
爲
札
立
蔀
、
杏
也

儀
廣
馨
□
鐸
・
梨
レ
塾
豊
、
可
レ
被
二
馨
乏
竃
藝
々
ε
し
て
．
．
れ
を
睾
げ
だ
る
を
見
れ
ば
、
此
制
札
は
駈
謂
七
・

マ
」
見
ゆ
る
が
如
く
、
彼
等
自
身
は
貧
浅
に
一
て
格
別
の
債
　
口
の
申
⊥
ハ
ロ
に
立
て
ら
れ
し
な
り
。

務
あ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
徳
政
命
の
登
布
に
依
り
て
釜
す
　
　
転
置
幕
府
の
登
詳
し
セ
り
し
徳
政
命
の
細
則
は
別
に
間

る
も
の
は
、
彼
等
よ
り
も
寧
ろ
公
家
武
家
の
人
々
な
り
ε
　
九
月
十
日
の
徳
政
営
々
ざ
し
て
登
布
せ
ら
れ
た
り
。
そ
は

し
、
士
｝
揆
の
暴
動
も
畢
覧
是
等
の
人
を
の
困
窮
に
饗
す
　
本
倉
を
適
用
し
て
離
塁
貸
借
質
入
を
無
効
こ
な
す
べ
き
も

る
彼
等
の
岡
惰
に
基
く
も
の
な
る
が
故
に
・
警
急
を
姦
曲
　
の
こ
然
ら
ざ
る
も
の
こ
を
列
暴
せ
る
志
の
に
℃
て
、
壷
買

ず
、
一
般
に
適
用
せ
ら
れ
ん
こ
ご
を
主
張
し
て
忌
ま
ざ
り
　
後
二
十
年
を
維
過
せ
る
永
領
地
，
費
寄
進
地
、
祠
堂
鑓
、

し
な
ウ
．
、
而
し
て
彼
等
は
若
亡
幕
府
の
裁
許
を
得
ざ
る
に
　
粛
軍
の
慧
敏
書
及
び
下
知
歌
を
聾
す
る
地
に
七
っ
て
は
こ

於
て
は
雲
佛
霞
祉
を
嶢
沸
は
ん
こ
慨
し
祀
れ
ば
、
幕
府
は
　
れ
を
適
用
せ
ざ
る
も
、
賞
買
後
未
だ
二
十
年
を
請
す
、
若

一
方
土
倉
の
歎
願
あ
参
し
も
，
終
に
土
民
の
要
求
を
容
る
し
く
は
凡
下
の
買
入
れ
把
る
永
領
地
、
本
鰻
土
地
、
同
屋

》
に
決
し
、
十
四
日
侍
所
の
名
に
於
て
左
の
如
き
徳
政
の
　
年
紀
沽
却
地
、
借
書
、
質
券
地
及
び
土
倉
の
鞍
懸
を
纒
過

制
札
を
掲
げ
π
り
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ざ
る
質
物
は
す
べ
て
其
契
約
を
破
棄
し
て
本
然
に
返
還

　
　
定
　
徳
政
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
し
む
Q
特
に
注
意
す
べ
き
は
借
書
に
つ
い
て
、

　
　
右
可
・
爲
一
一
一
國
學
均
之
沙
汰
一
之
旨
被
二
丁
仰
一
詑
、
早
　
　
　
一
借
書
翁
付
徳
政
女
章
窃
　
　
子
細
同
前

　
　
可
レ
海
浦
存
知
帆
之
由
駈
レ
破
二
仰
下
一
業
、
傍
下
知
如
レ
件
　
ご
あ
る
事
な
り
。
本
文
の
徳
政
文
章
ご
は
徳
政
交
言
こ
も



い
ひ
、
責
券
に
載
せ
た
る
穗
政
事
保
の
文
意
を
指
し
、
子

細
同
前
ご
は
可
レ
被
レ
返
二
付
本
主
一
こ
の
前
交
を
承
け
回
る

も
の
な
り
○
こ
れ
に
擦
れ
ば
普
通
の
借
書
は
、
勿
論
、
特

に
徳
政
澹
保
の
文
意
を
附
加
せ
る
も
の
こ
雄
ざ
も
，
一
横

に
本
主
に
返
還
す
べ
き
を
示
せ
る
も
の
な
り
。
此
倉
一
陀

ぴ
譲
で
》
從
來
豫
め
穗
政
令
の
遽
用
を
免
る
べ
き
准
一
の

方
法
こ
し
π
り
t
此
種
の
契
約
は
全
く
無
効
に
翻
せ
り
、

一
般
債
｛
擢
者
【
の
間
に
恐
慌
を
家
せ
る
の
欺
想
察
す
る
に
騰

り
あ
り
。

　
此
徳
政
條
々
は
建
内
記
管
見
記
及
び
東
寺
執
行
日
寵
に

載
す
る
も
の
、
離
農
の
前
後
は
φ
る
も
、
文
章
は
全
く
四

一
な
り
○
然
る
に
建
武
薮
畑
追
加
に
徳
政
條
々
嘉
吉
元
こ

し
て
‘
載
せ
た
る
も
の
は
、
條
文
も
㌘
條
を
加
へ
、
文
章
も

同
じ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
、
前
に
壷
寄
進
地
こ
し
だ
る
を

永
代
費
寄
肩
山
こ
し
量
る
は
注
丈
の
意
味
を
一
層
朋
晰
に

せ
し
歪
な
る
が
、
祠
堂
銭
に
冠
し
て
は
利
息
は
二
文
子
以

内
に
し
て
祠
堂
野
帳
に
載
せ
だ
る
も
の
こ
の
鰯
限
を
附
し

　
　
　
第
四
倦
　
研
究
　
土
｝
揆

別
に
就
名
を
載
せ
だ
る
諸
…
肚
の
神
物
（
論
難
熊
野
講
要
脚

を
含
む
）
を
徳
政
命
の
適
用
範
園
外
に
澱
き
興
り
◎
而
し

て
特
に
注
意
す
べ
き
は
永
領
地
に
樹
し
て
、
前
に
は

　
　
一
永
領
地
事

　
　
伍
さ
兀
亨
剛
一
、
七
二
廿
簸
年
一
者
、
銭
主
吋
二
重
知
開
、
至
二
未
翻
一
者
、

　
　
可
レ
被
レ
返
二
付
本
圭
一
、
但
僻
二
凡
下
之
難
一
者
不
レ
一
二
年
紀
一
領

　
　
主
可
二
相
計
｝
也
、

ご
あ
り
し
を
、
此
に
は

　
　
一
永
領
地
事
、

　
　
不
・
可
レ
有
・
改
動
之
蕊
輝
紬
舞
鎌
醜
下
之
内
・

ご
見
ゆ
る
こ
ご
こ
れ
な
り
。
諸
肚
の
事
物
を
徳
政
の
適
用

範
園
外
に
巌
き
し
は
も
こ
よ
り
當
然
の
事
な
ゆ
ご
雌
ど
も

祠
堂
銭
に
敵
し
て
さ
へ
盛
者
に
こ
れ
な
き
制
限
を
設
け
し

も
の
こ
し
て
は
、
永
領
地
に
嫁
し
て
不
風
動
を
原
剤
ざ
す

％
事
、
法
理
に
於
て
一
致
を
面
一
を
免
れ
す
、
依
っ
て
管

見
記
を
閲
す
る
に
、
岡
書
卓
九
月
二
十
総
裏
に
九
月
ナ
日

登
布
の
徳
政
隠
々
を
政
所
の
壁
書
に
掲
示
せ
し
こ
ご
を
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
買
）

し
π
る
後
、
蒲
永
代
沽
却
地
霊
鞍
レ
破
レ
地
者
、
山
門
責
得

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
　
二
一
　
（
一
二
）



　
　
　
欝
四
管
　
　
研
　
究
　
　
土
　
一
　
揆

　
地
三
二
所
々
一
、
可
レ
嬬
二
一
山
滅
亡
｝
之
歯
致
二
訴
訟
鴨
依
レ
是

‘
去
十
八
日
先
々
二
二
壁
書
一
之
由
有
二
沙
汰
↓
　
一
事
国
詰
爲

　
レ
之
如
何
、
所
詮
永
代
地
事
黄
熱
レ
可
レ
返
二
魚
燈
主
一
云
々
、

　
於
二
自
爆
一
叢
勿
論
い
云
3
力
）
・
傍
古
巣
欺
愚
蒙
召
最
中
也
・

　
尤
有
晶
其
興
一
ご
見
ぬ
、
山
門
領
に
は
買
牧
に
係
る
も
の
多

　
き
に
、
若
し
穗
政
倉
を
適
用
し
て
二
十
年
未
蒲
の
も
の
を

　
本
主
に
返
還
す
る
に
於
て
は
一
山
の
滅
亡
な
り
ざ
し
て
悟

　
幕
府
に
訴
へ
た
る
結
果
、
幕
府
は
こ
れ
に
動
か
さ
れ
て
、

　
出
合
登
布
後
僅
に
【
週
黛
の
後
早
く
も
此
壁
書
を
撤
園
し

　
永
代
地
ハ
即
ち
永
領
地
）
は
本
主
k
返
還
せ
ざ
る
に
決
せ
り

　
こ
い
へ
り
O
建
画
蟹
江
凍
追
加
に
見
ぬ
た
る
も
の
恐
ら
く
は

・
莫
後
の
修
正
な
る
べ
く
、
其
修
正
の
日
は
蚕
包
し
難
き
も

　
十
八
日
以
後
な
る
べ
き
は
言
ふ
迄
も
な
し
。

　
　
土
一
揆
は
徳
政
合
の
醸
せ
ら
れ
し
後
、
其
細
測
の
機
布

　
を
待
た
す
し
て
、
士
倉
に
昇
り
、
こ
れ
み
強
要
し
て
、
質

　
物
を
請
出
だ
す
こ
ご
に
同
意
せ
し
め
騰
り
。
彼
等
の
行
動

　
は
既
に
公
認
を
経
π
り
し
ご
錐
ご
も
、
遠
に
氣
が
餐
め
し

第
一
號

二
二
　
（
ご
二
）

に
ゃ
、
何
れ
も
、
覆
面
を
垂
れ
て
顔
面
を
露
は
さ
彫
り
し

ざ
い
ふ
。
永
正
十
七
年
の
徳
政
有
二
以
レ
女
白
書
ト
μ
ヘ

シ
ご
あ
る
は
こ
れ
ご
其
意
昧
を
異
に
し
、
岡
箏
を
避
け
ん

が
爲
め
な
り
○
）
公
卿
の
如
き
も
土
倉
よ
り
質
、
物
を
受
く
る

に
當
り
て
他
藩
の
辮
償
を
約
せ
る
も
の
あ
り
セ
リ
へ
（
建
内

記
嘉
士
避
兀
“
年
九
月
十
↓
ハ
旧
條
〉

　
嘉
吉
の
徳
政
を
以
て
正
長
の
そ
れ
に
比
す
れ
ば
、
土
民

の
蜂
起
は
則
ち
一
な
る
も
、
其
通
質
は
前
後
に
依
っ
て
大

に
異
れ
う
．
正
長
り
土
・
一
揆
は
総
務
俄
棄
の
濁
的
を
達
し

π
る
も
の
あ
り
ご
錐
ざ
も
、
そ
は
彼
等
の
暴
力
に
依
る
に

過
ぎ
す
し
て
、
幕
府
は
勿
論
守
護
の
承
認
を
戸
倉
b
し
に

あ
ら
す
．
否
、
幕
府
を
始
め
地
方
の
守
護
の
無
き
は
兵
力

を
以
て
千
畳
ぐ
・
る
を
見
る
。
然
る
に
嘉
吉
の
土
一
揆
は
初

め
は
均
し
く
暴
動
の
性
質
を
精
び
だ
り
し
も
、
縦
ひ
彼
等

の
爾
に
強
聾
せ
ら
れ
た
り
ご
は
い
へ
、
幕
府
は
徳
政
含
を

農
布
し
て
彼
等
が
正
當
の
灌
利
を
行
使
す
る
を
認
め
把
り

し
な
り
．
）
且
つ
是
歳
に
於
て
も
土
一
揆
の
登
源
地
だ
り
し



近
江
の
如
き
は
守
護
（
牢
國
の
）
の
徳
政
翁
に
依
っ
て
此
蓮

動
を
惹
起
し
た
・
し
を
記
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。

　
　
　
　
　
　
三
　
土
一
揆
ご
土
倉

　
士
一
揆
の
螢
生
原
因
は
種
々
あ
る
も
、
彼
等
土
民
階
級

の
生
活
の
不
安
に
如
く
も
の
な
か
る
べ
し
。
文
明
十
八
年

に
は
八
月
よ
り
九
月
、
十
月
に
亙
り
て
京
都
に
土
一
揆
の

蝿
起
あ
り
し
が
、
長
興
宿
禰
記
八
月
二
＋
五
講
條
に
は
近

年
毎
年
當
折
屈
倉
瓢
蜂
起
一
、
曲
事
也
ざ
見
わ
泥
り
。
こ
は
言

ズ
迄
も
な
く
主
こ
し
て
食
料
の
幽
暗
よ
り
深
く
生
活
の
不

安
を
戴
じ
て
の
專
な
b
。
土
一
揆
の
蠣
矢
ご
看
微
さ
る
〉

正
長
度
に
於
て
も
、
全
國
大
車
鯉
r
、
掲
て
Σ
加
へ
で
三
麺

病
さ
へ
流
行
し
，
陽
春
を
出
だ
す
こ
ε
算
な
く
、
棘
明
．
鏡

。
に
は
鎌
倉
申
似
み
に
て
も
二
萬
人
の
餓
死
者
あ
り
し
ご
記

さ
る
。

　
土
倉
は
質
屋
が
未
だ
銀
行
ざ
舜
化
せ
ざ
り
し
縫
代
に
於

け
る
唯
一
の
金
融
機
翼
な
れ
ば
．
B
常
衣
食
の
萱
に
窮
す

る
細
民
（
凡
下
）
の
外
御
家
人
を
も
典
顧
客
こ
な
し
π
り
◎

第
四
燈
　
　
研
　
究
　
　
土
　
一
　
撲

さ
れ
ば
鎌
倉
時
代
の
穗
政
令
に
も
土
倉
（
庫
倉
と
あ
り
）
の

質
物
は
こ
れ
を
其
適
用
範
團
外
に
臨
き
、
特
に
建
武
式
昌

の
如
き
は
士
倉
の
腰
業
の
結
果
、
貴
賎
融
殖
の
途
絶
ね
て

貧
民
の
生
計
に
苦
し
む
に
至
る
べ
し
ご
て
こ
れ
が
保
護
の

必
要
を
説
き
あ
り
。
然
れ
ざ
も
士
民
が
窮
乏
の
直
り
、
土

倉
に
典
す
べ
き
質
物
も
こ
れ
な
き
言
合
に
は
一
疇
の
急
を

凌
が
ん
が
爲
め
無
償
に
て
質
物
の
引
渡
を
迫
る
徳
政
運
動

を
も
生
す
る
に
至
b
し
な
り
。
酒
屋
が
土
倉
ご
共
に
土
一

揆
攻
撃
の
爾
標
的
㌶
な
り
し
は
土
民
に
取
h
て
の
唯
一
の

慰
望
む
る
液
の
販
責
に
依
る
利
得
を
以
て
、
士
倉
ご
略
同

一
の
醤
業
を
な
せ
る
に
依
る
な
り
。

　
馬
岱
ω
名
は
此
時
代
の
土
一
揆
の
主
鋤
者
こ
し
て
著
録

せ
ら
る
う
文
明
十
七
年
の
士
一
揆
の
如
き
も
．
山
城
の
馬

借
は
京
都
に
於
け
る
徳
政
静
登
布
の
目
的
を
達
し
陀
る
後

奈
良
に
向
ひ
．
隅
畿
に
於
て
猛
烈
な
る
馬
借
一
揆
を
慧
起

せ
り
。
こ
れ
肩
身
の
不
最
氣
が
馬
借
の
運
燃
す
べ
き
物
資

の
閥
乏
を
擦
る
、
彼
等
を
し
て
管
業
不
能
に
焔
ら
し
め
し

第
一
號

二
三
　
（
ご
三
）



第
四
巻
研
究
土
一
揆

よ
り
、
疎
暴
な
る
彼
等
を
駆
っ
て
暴
動
に
鵠
で
し
め
着
り

し
な
り
。
正
長
土
一
揆
の
起
れ
る
前
々
年
な
る
懸
永
三
十
■

三
年
に
於
て
も
、
近
江
坂
本
の
馬
借
大
細
し
て
、
北
野
勉

公
文
所
灘
能
法
師
の
坊
を
襲
撃
せ
ん
こ
す
ご
聞
ね
、
悪
書

兵
を
遣
し
て
警
固
ぜ
し
め
把
る
こ
ξ
あ
b
し
が
、
そ
は
從

來
酒
屋
に
於
で
螢
み
駈
り
し
麹
業
を
，
去
年
麗
能
の
申
請

に
依
り
て
北
野
の
癒
領
沈
る
西
ノ
京
の
覇
業
こ
し
π
り
し

爲
め
、
こ
れ
に
使
用
せ
ら
る
べ
き
江
州
米
の
曹
ハ
行
に
影
胤
探

し
米
債
の
低
落
を
吊
花
し
断
り
し
か
ば
、
馬
借
等
こ
れ
を

幕
府
に
訴
へ
℃
も
礁
か
れ
ざ
る
を
以
て
此
に
吸
訴
を
企
て

し
な
り
こ
い
ふ
。
（
鍮
宣
記
）
難
く
の
如
く
京
郡
に
運
逸
す

べ
き
江
州
米
の
低
落
が
彼
等
の
螢
業
“
大
打
撃
を
與
へ
て

其
暴
覇
を
誘
登
せ
し
を
見
る
も
．
彼
等
ご
英
需
用
地
π
る

寡
都
こ
の
闇
に
雲
上
の
紫
黒
の
差
立
し
居
把
り
し
を
看
取

す
べ
き
な
う
O

　
然
る
に
當
時
疵
會
一
般
に
窮
乏
を
威
じ
梵
り
し
爲
め
、

土
倉
を
便
こ
せ
る
も
・
の
は
土
民
に
正
ら
す
、
將
軍
さ
へ
其

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
盛
　
　
　
　
二
四
　
（
二
四
）

手
廻
ジ
品
を
難
じ
て
金
を
借
）
し
程
な
れ
ば
土
倉
の
繁
昌

推
し
て
知
ら
る
べ
し
。
而
か
も
土
倉
螢
業
は
莫
大
の
利
盆

ご
共
に
恐
る
べ
き
危
瞼
を
俘
ふ
。
故
に
土
倉
は
重
三
の
安

全
を
期
せ
ん
が
践
め
に
頁
方
自
衛
の
方
法
を
講
じ
、
彼
等

自
身
組
合
を
組
織
す
る
の
外
、
灌
門
勢
家
を
其
本
斯
ビ
仰

ぎ
て
保
護
を
求
め
し
こ
ご
蕪
園
の
塊
合
に
於
け
る
ご
同
じ

か
b
し
な
り
○

，
當
賄
京
都
の
土
倉
は
由
門
を
始
め
諸
寺
諸
癒
の
威
方
を

借
ら
ん
こ
し
て
山
…
門
公
人
日
吉
紳
人
砥
園
魁
人
等
に
な
れ

る
も
の
あ
り
し
が
如
し
9
共
砥
園
画
人
把
る
も
の
、
多
か

b
し
こ
ご
は
紙
漉
執
行
B
記
に
見
ゆ
○
彼
等
が
儒
名
を
鶴

し
償
形
を
な
し
土
倉
法
師
ご
呼
ば
れ
し
も
こ
れ
が
爲
め
な

ら
ん
。
南
北
朝
時
代
に
は
竣
工
其
他
諸
悪
の
赫
人
等
が
債

務
の
辮
償
を
認
る
黒
め
大
捜
し
て
貴
族
市
民
の
邸
宅
に
押

懸
け
狼
籍
を
演
ぜ
る
こ
ご
あ
り
し
か
ば
、
至
徳
三
年
八
月

二
十
五
“
幕
府
の
こ
れ
を
禁
ぜ
し
命
に
も
、
假
雄
レ
爲
二
洛

民
之
住
断
、
一
可
レ
有
二
禁
遇
．
一
酌
洋
弓
応
仁
｝
哉
こ
い
へ
り
。



所
謂
其
身
ご
は
上
流
魅
會
を
指
す
な
り
。
同
じ
頃
の
も
の

こ
思
し
き
朝
廷
の
仰
詞
に
、

　
　
山
門
公
人
號
二
負
物
謎
責
一
成
篇
洛
中
所
々
之
煩
、
一
二

　
　
不
レ
揮
…
｝
禁
裏
仙
洞
主
持
、
筑
前
入
卿
相
雲
客
佐
宅
↓

　
　
致
落
々
悪
行
乏
間
、
被
レ
申
潅
野
宮
麗
霧
可
レ
タ

　
　
謙
沙
汰
晒
曾
不
レ
能
…
叙
用
山
添
以
狼
籍
、
蓮
勅
之
坐

　
　
難
レ
遁
鍬
、
臨
監
向
後
一
者
、
爲
二
武
家
｝
石
二
捕
彼
三
等
↓

　
　
可
レ
被
レ
嘩
罪
科
一
蓋

ご
あ
る
が
如
き
は
亦
其
弊
の
堪
へ
難
か
り
し
を
示
す
も
の

な
り
。

　
纐
男
海
鵜
四
年
⊥
T
　
口
〃
二
十
－
諏
潤
目
…
の
瞥
聯
｛
滑
岬
嫉
御
誕
畝
壷
脊
に
糠
撚
る

に
、
洛
中
洛
外
の
土
倉
及
び
酒
屋
は
諸
寺
奇
計
紳
人
の
外

叉
諸
樺
門
の
家
臣
巌
持
越
公
人
）
た
も
し
も
の
あ
り
し
な

も
．
酒
屋
の
如
き
も
公
卿
の
被
官
人
た
り
し
も
あ
れ
ば
、
武

家
の
被
官
人
た
り
し
も
あ
り
り
武
家
の
中
に
は
管
領
．
政
所

執
事
の
如
き
櫃
要
の
地
位
に
居
り
し
も
の
あ
る
を
見
る
○

　
士
倉
酒
屋
は
其
有
利
の
轡
業
趨
り
し
丈
常
に
財
政
の
匿

第
四
巻
　
　
班
　
究
　
　
土
　
一
　
揆

乏
を
訴
へ
つ
、
あ
り
し
幕
府
の
好
財
源
こ
し
て
蔚
目
せ
ら

れ
、
幕
府
は
酒
屋
味
噌
屋
等
ご
共
に
定
期
及
び
臨
時
に
役

銭
を
課
し
辣
）
し
が
、
彼
等
は
初
は
山
門
諸
肚
の
三
人
罐

門
の
奉
公
人
把
る
を
以
て
、
こ
れ
が
忌
避
の
口
實
こ
な
さ

ん
ご
試
み
迂
り
し
も
、
幕
府
は
明
徳
四
年
十
一
月
二
十
六

臼
の
洛
中
邊
土
工
在
雨
露
＃
酒
屋
役
並
々
に
於
て
、
彼
等
・

の
諸
寺
諸
肚
淋
入
及
び
継
門
扶
持
奉
公
人
だ
る
こ
ご
を
認

め
す
し
て
、
一
般
に
是
等
の
義
務
を
負
憺
せ
し
む
る
こ
ε

、
し
、
幕
府
政
所
方
ε
熱
す
る
紬
麓
顧
、
造
酒
正
に
欝
す

る
酒
屋
の
課
役
，
滞
納
…
者
臆
甥
す
る
衆
中
（
組
合
）
の
隔
庭
労

等
に
齢
す
る
細
則
を
定
め
て
こ
れ
を
登
布
せ
し
こ
ご
あ
り
，

こ
れ
よ
り
土
倉
の
重
も
な
る
も
の
は
幕
府
の
納
銭
方
御
倉
．
、

こ
な
b
、
政
所
に
齢
し
て
專
ら
金
銭
の
出
納
、
租
税
の
徴

特
等
を
管
掌
す
る
こ
ご
》
な
れ
b
o
寛
正
四
年
八
月
賂
軍

義
政
の
生
母
從
一
位
裏
松
重
子
麗
じ
海
れ
ば
、
義
政
は
等

持
院
に
詣
り
て
大
に
其
法
論
を
螢
ま
ん
こ
し
．
維
費
を
公

卿
守
護
及
び
富
豪
に
課
し
細
り
し
が
、
守
護
側
は
墓
府
の

第
一
號

二
五
（
二
五
）

耗



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
第
四
巻
　
研
究
土
一
揆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
ご
六
（
三
ハ
）

　
内
命
に
依
b
て
、
三
國
の
守
講
は
萬
匹
、
二
國
の
守
護
は
　
土
一
揆
の
蜂
起
に
遜
り
て
土
倉
酒
屋
が
幕
府
の
保
護
を
求

・
五
千
疋
の
割
含
に
て
こ
れ
を
納
め
、
他
は
こ
れ
に
准
ず
る
　
む
る
も
虚
無
然
の
樫
利
な
り
。
満
し
土
碑
揆
の
要
求
を
容

　
こ
ご
》
し
、
富
豪
側
に
て
は
土
倉
酒
屋
味
餅
屋
は
五
百
貫
　
る
＼
に
於
て
は
幕
府
は
莫
大
な
る
役
銭
の
磁
牧
（
現
に
嘉

　
文
を
、
正
實
定
光
沿
線
（
灘
佳
こ
も
）
定
泉
は
各
千
疋
を
納
　
吉
の
穗
政
以
來
幕
府
は
納
銭
方
の
戯
少
に
苦
め
り
）
を
來

‘
め
し
め
漁
り
。
国
璽
掠
軒
日
録
）
此
四
入
は
洛
申
土
倉
中
の
　
す
べ
き
ご
嗣
時
に
、
最
も
重
要
な
る
財
源
の
澗
満
を
生
る

　
金
穴
に
て
、
前
後
態
勢
方
御
倉
乗
り
し
も
の
な
う
○
さ
れ
　
べ
か
ら
ざ
る
に
至
る
べ
し
。
幕
府
に
取
り
て
は
こ
れ
よ
り

　
ぱ
彼
等
の
幕
府
に
毒
す
る
負
憺
は
頗
る
重
く
、
幕
府
は
緯
　
深
刻
な
る
財
政
上
の
損
失
は
蓋
し
こ
れ
な
か
ら
ん
。
丈
安

費
の
不
足
あ
る
毎
に
課
税
若
し
一
は
借
用
の
名
義
に
て
こ
二
年
九
月
．
幕
府
は
±
倉
の
磨
業
を
許
さ
や
る
こ
ご
を
命

　
れ
を
徴
話
し
、
以
て
財
政
の
彌
縫
を
翻
る
を
例
ご
ぜ
リ
○
　
せ
し
が
、
其
塑
由
の
一
こ
し
て
一
所
π
り
臥
も
裁
少
せ
ば

　
野
朋
外
交
の
資
用
の
如
き
も
亦
彼
等
の
出
費
に
竣
つ
も
の
　
「
公
役
の
失
墜
し
ド
㌔
な
る
べ
き
を
翠
げ
た
る
は
正
に
僑
ら
ざ

劣
か
り
し
な
り
。
加
ふ
る
に
管
穎
政
駈
執
事
等
こ
も
主
筆
る
告
臼
な
り
。
而
か
も
趾
會
の
上
流
ご
中
流
ご
を
問
は
す

關
係
に
依
っ
て
結
び
附
師
ら
れ
穴
り
・
彼
等
の
負
搬
の
苛
．
土
民
の
要
求
に
乾
熱
せ
ざ
る
も
の
こ
て
は
殆
ご
稀
れ
な
ら

　
重
な
り
し
丈
其
引
照
の
保
障
を
與
へ
ら
れ
し
ご
飼
じ
く
、
　
ん
。
因
襲
的
階
級
凝
念
に
捕
は
れ
元
る
貴
族
こ
そ
口
に
は

　
彼
等
が
債
務
者
に
費
し
て
腰
遊
を
加
へ
控
b
し
も
亦
大
に
　
土
民
に
鯨
儀
な
く
さ
れ
元
る
徳
政
が
其
名
に
背
く
を
笑
ひ

　
特
む
ご
こ
ろ
あ
り
し
に
由
ら
す
ん
ば
あ
、
範
す
。
　
　
　
　
士
民
の
我
意
に
出
つ
る
を
潮
り
た
る
も
・
遺
に
賀
物
の
返

　
　
此
く
の
如
き
蘇
府
の
財
政
專
櫨
が
幕
箭
を
し
て
±
嘉
酒
　
還
を
受
け
て
は
悪
し
き
心
地
も
せ
ざ
り
し
や
う
な
れ
ば
他

屋
の
保
護
に
傾
か
し
め
π
り
し
は
糠
∵
の
槻
易
き
こ
こ
ろ
、
は
推
し
て
知
る
べ
し
。
故
に
守
護
絃
幕
府
の
命
を
受
け
て



出
兵
す
る
も
、
寺
説
構
門
等
よ
b
其
領
内
に
於
け
る
援
軍

討
伐
の
手
を
鳴
く
せ
ん
こ
ご
を
幕
府
に
訴
へ
出
で
ら
れ
，

幕
府
も
こ
れ
に
燃
き
て
往
々
守
護
を
窮
地
に
陥
ら
し
む
る

こ
ご
め
る
よ
り
、
正
長
元
年
播
磨
に
士
．
揆
の
起
り
し
時

の
、
睡
気
、
は
、
國
内
の
諸
樺
門
領
を
守
護
請
管
轄
に
移
し
》

こ
ざ
あ
り
　
後
，
丹
波
の
士
一
揆
を
伐
つ
に
掌
り
て
も
、

守
護
は
幕
府
の
討
伐
命
命
の
中
止
な
か
ら
ん
こ
ご
に
つ
い

て
の
將
軍
の
保
障
を
求
め
、
叉
播
磨
に
倣
っ
て
、
部
内
に

於
け
る
樺
門
領
の
管
理
ち
い
て
携
軍
の
御
主
書
を
下
さ

れ
ん
こ
ご
を
申
講
ぜ
り
（
浦
潴
准
后
U
記
正
長
元
年
二
月

五
二
條
）

　
嘉
吉
度
の
土
一
揆
に
蚤
り
て
は
守
護
に
し
て
士
　
揆
の

蜂
起
を
誘
獲
せ
し
程
な
れ
ば
彼
等
に
肉
っ
て
潔
厚
な
る

同
情
を
寄
せ
早
る
も
少
か
・
ざ
り
し
が
如
く
．
諸
大
名
は

管
領
の
圭
揆
討
伐
に
同
意
す
る
を
抱
み
・
彼
れ
を
し
て

こ
れ
を
思
止
り
て
土
…
揆
の
要
求
を
奪
る
、
の
巳
む
な
き

に
至
ら
し
め
κ
り
。
こ
れ
必
ず
し
も
管
領
が
土
倉
の
購
購

　
　
　
第
糾
懸
　
研
究
　
土
一
揆

を
受
け
し
ご
の
世
説
に
姻
戚
を
炮
き
し
が
凋
め
ど
癬
す
べ

か
ら
す
。
寛
正
ゐ
婦
選
九
月
の
山
勢
都
に
於
け
る
十
…
　
揆
に
樹

し
て
も
、
諸
大
名
は
驚
軍
義
政
よ
り
薬
討
伐
を
命
燈
ら
れ

セ
り
し
か
ご
、
こ
れ
を
肯
ん
ぜ
す
、
穿
て
兵
を
遣
し
て
俳

亡
婦
宗
の
被
官
π
る
土
食
…
を
襲
撃
し
、
莫
質
物
を
奪
ひ
取

ら
し
め
把
り
し
珍
事
あ
り
。
羅
豊
下
冷
磯
明
＋
七
年
八

月
の
京
都
に
於
け
る
徳
政
…
揆
の
如
き
も
、
土
一
揆
に
は

あ
ら
す
し
て
細
螺
政
元
同
成
之
同
氏
久
徳
歴
々
の
大
名
の

部
下
に
依
っ
て
企
て
ら
れ
し
ご
こ
ろ
な
ウ
。
（
後
法
興
院
政

家
記
）

　
嘉
吉
度
の
土
一
揆
が
管
領
の
洛
外
の
±
倉
に
命
じ
て
莫

資
財
を
洛
中
に
移
さ
し
め
保
護
を
加
ヘ
ム
ざ
す
ご
聞
き
、

嵯
峨
に
火
を
放
っ
て
天
重
重
を
焼
か
ゐ
ご
脅
し
π
る
が
如

き
は
幕
府
の
士
倉
の
庇
護
に
博
し
て
反
抗
的
態
度
を
示
せ

る
も
の
こ
謂
ふ
べ
し
．
。
加
之
幕
府
が
土
民
の
要
求
を
容
れ

ん
こ
す
る
に
當
り
、
こ
れ
に
外
せ
す
し
て
、
公
家
武
家
の

爲
め
に
も
穗
政
命
の
効
力
を
及
ぼ
さ
れ
ん
こ
ε
を
強
硬
に

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
興
　
　
　
　
　
二
七
　
（
二
七
）
　
　
ぎ



　
　
　
第
闘
懸
　
　
研
　
究
　
　
土
　
　
一
　
換

主
眼
し
、
墓
府
を
し
て
趣
に
こ
れ
に
屈
服
す
る
の
巳
む
を

得
ざ
る
に
至
ら
し
め
し
は
、
當
時
彼
等
自
身
の
堅
め
に
行

へ
り
ご
い
は
寧
庭
罰
を
免
れ
ざ
る
が
故
に
、
就
曾
公
共
の

黒
め
に
せ
る
運
動
な
る
を
粧
へ
り
ご
解
せ
ら
れ
し
も
、
余

輩
は
寧
ろ
土
民
に
忘
す
る
証
會
の
同
情
ε
其
成
功
ご
が
彼

等
の
自
信
を
強
か
ら
し
め
、
彼
等
を
し
て
斯
る
態
度
に
出

で
し
め
把
り
ご
信
ぜ
ん
’
ε
欲
す
◎
是
に
至
り
て
彼
等
の
土

倉
酒
屋
巳
慰
す
る
襲
撃
は
軍
に
自
家
の
爲
め
に
す
る
、
。
の

に
あ
ら
す
し
て
、
資
塵
階
級
を
敵
こ
す
る
へ
種
の
祉
會
運

動
π
る
な
り
。
（
難
事
に
つ
き
て
は
爾
ほ
後
章
に
詳
し
く
す

べ
し
）

　
土
一
揆
の
蜂
起
に
際
し
て
土
倉
酒
屋
は
註
塗
方
を
避
，
・

べ
く
最
善
の
努
力
を
な
し
漁
り
。
嘉
吉
度
に
於
け
る
管
領

入
の
罵
言
は
縦
し
事
書
な
り
ε
す
る
も
、
出
兵
に
干
す
る

経
費
の
負
捲
ご
見
ら
る
べ
き
も
の
な
り
。
丈
朋
↓
七
年
八

月
、
奈
良
に
於
け
る
馬
借
一
揆
の
蜂
起
せ
t
疇
、
土
倉
倉

方
）
が
認
識
ω
名
に
於
て
銭
鋤
千
貫
文
を
支
出
し
、
官
符

　
　
　
　
　
　
　
タ
　
第
一
號
　
　
　
　
二
八
　
（
二
八
）
　
　
・

衆
徒
に
託
て
こ
れ
を
阻
止
せ
ん
こ
ε
を
請
へ
る
が
如
き
も

亦
同
意
に
出
づ
、
而
か
も
土
倉
自
身
も
正
當
防
暑
こ
し
て

士
一
揆
ご
職
ふ
を
僻
ゼ
す
○
文
選
十
七
年
九
月
京
都
に
於

て
土
．
揆
の
土
倉
酒
屋
を
襲
ひ
し
暁
は
細
川
政
元
の
部
下

土
倉
纏
屋
の
徒
を
輩
み
て
一
揆
を
東
寺
に
攻
め
π
り
○
（
長

興
趣
彌
記
㌔
叉
土
倉
自
力
に
て
十
…
一
揆
を
遜
撃
せ
し
こ
ざ

も
あ
り
。
朋
癒
二
年
＋
月
京
都
に
於
け
る
士
一
揆
の
蜂
起

に
際
し
、
土
倉
組
合
（
重
土
藏
衆
）
は
こ
れ
ご
臼
兵
職
を
変

へ
て
其
数
百
人
を
倒
し
．
爲
め
に
徳
政
を
阻
止
し
π
り
し

こ
ご
あ
り
、
此
騒
擾
に
際
し
て
京
都
の
町
民
は
警
固
を
遣

い
で
不
虞
に
備
へ
だ
り
し
か
、
彼
等
の
中
に
は
土
倉
を
援

け
て
防
戦
せ
し
も
あ
り
、
然
れ
こ
も
衆
寡
敵
せ
す
、
町
民

の
如
き
は
酒
肴
料
を
賜
り
て
其
獣
心
を
結
び
、
土
倉
酒
屋

も
一
叢
料
を
去
り
て
掠
嚢
を
免
れ
し
こ
ご
も
あ
り
き
δ
（
延

徳
二
年
閏
八
月
の
京
都
の
士
岬
揆
の
蕩
合
の
如
き
㌔

　
土
一
揆
の
蜂
起
こ
共
に
、
野
釣
は
閉
店
し
て
質
物
を
取

ら
ざ
り
し
こ
ご
あ
る
の
み
な
ら
す
、
徳
政
命
の
登
写
せ
ら

甲



る
～
ε
聞
ゆ
れ
ば
金
融
の
途
護
り
、
（
大
乗
院
細
意
維
事
記

懸
仁
元
年
四
月
六
日
條
に
近
田
徳
政
事
、
及
＝
其
沙
汰
一
之

闘
，
穗
借
事
一
向
不
レ
叶
斎
串
之
ご
見
ゆ
）
土
倉
は
腰
塗
し

て
臼
銭
屋
な
る
高
利
を
貧
る
似
罪
士
倉
を
生
じ
、
其
の
螢

羅
を
績
く
る
も
の
に
あ
ら
て
も
、
利
率
を
高
め
、
幕
府
を
‘

し
て
法
定
利
率
以
上
の
高
利
を
照
る
を
取
締
ら
し
め
し
こ

ε
あ
り
。
へ
早
緑
三
年
十
一
月
二
日
御
敏
書
）
土
倉
の
車
懸

は
此
利
上
ご
共
に
貴
賎
上
下
の
均
し
く
苦
痛
こ
す
る
ε
こ

ろ
に
し
て
、
文
安
二
年
九
月
幕
府
が
土
倉
の
腰
業
を
許
さ

や
b
し
一
理
由
は
「
諸
人
の
愁
歎
」
の
一
事
に
て
あ
り
し
な

し
リ
O

さ
れ
ば
此
識
に
於
て
土
一
揆
の
土
倉
（
酒
屋
も
）
退
治
は
縦

ひ
彼
等
が
焦
眉
の
急
を
凌
が
ん
が
爲
朋
日
の
利
害
を
顧
る

の
蓬
な
か
り
し
に
依
る
ご
は
い
へ
、
聯
か
自
殺
的
愚
暴
淀

る
を
一
免
れ
す
。
徳
政
令
の
馬
飼
を
鼠
食
こ
す
る
士
一
揆
が

暴
風
の
去
寵
す
る
が
如
く
聞
歌
的
に
鞍
生
し
π
り
し
事
實

は
最
も
単
寧
に
此
開
の
濡
息
を
語
る
も
の
こ
謂
ふ
べ
し
。

此
の
如
き
危
険
欣
態
に
あ
り
π
る
土
倉
が
爾
ほ
婁
動
ざ
し

て
其
螢
業
を
績
け
陀
り
し
は
幕
府
の
磨
藁
禁
止
命
に
も
依

る
べ
し
ご
は
い
へ
、
恰
か
も
鶏
濫
の
爲
め
、
屡
農
作
物
を

一
掃
せ
ら
る
、
河
床
近
き
低
地
の
農
民
が
他
年
の
豊
稔
を

夢
み
て
其
地
を
去
b
得
ざ
る
に
も
比
す
べ
か
ら
ん
か
。
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